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1．はじめに
　現代のジャーナリズム英語に顕著に認められるpremodi丘cationという言
語的傾向については、これまでに発表して来た数篇の論文の中で、その用
法を細かく分類し、phntjoumalismからの実際の使用例を多数紹介しなが
ら、その実体を明確にする試みを行って来た。
　使用した用例はほとんどすべて、実際に筆者がかなりの年数をかけて収
集したものであるが、本論文が今回目指したものは、premodi丘cationに関
する用法のうち、多少言及したもののまだ詳細に亙って論述していない部
分に属する用法である。
　“Noun＋adjective”型（タイプ）のadjectivecompoundには、例えば
　α6昭ヲ％6β，　6α7痂（1％‘z為εrρzo％θ，　7π擁㎎s－oo7zs6’o％5，　ケ裏998〆一h復ρρツ，　z〃碗7一〃zわz，
　㈱o処shα勉δα伽名6助，4泌o力吻，醐剛ε醐804一σ瞬400Jo幼」紘etc．
のような複合語が含まれるが、かなり古い歴史を持つわ1004孟h船顔ρo％％4一
ヵoJ勅，ノ6か伽6た，6Joo4－764などの語も同じadjective　compound（複合形容詞）
に属している。
　20世紀に入ってから、adjectiveとしての機能を持ち、この種の構造
（‘Noun＋adl．’）を備えた2要素から成る複合語、特に、第2構成要素とし
て頭ヒセ繊〃吻4顔φo％一s卿賜φzo砿φmηε，一％6漉㎎4一幼ε6舜C－sh凱一
繊吻漉などのadjectiveを持つ語が目立って増えている。
　本稿では、以上挙げたような2構成要素から成るadjective　compoundに
ついて、収集した多数の用例を適宜示しながらその用法を詳述し、且つ、
その特徴と最近の傾向を明示したいと思う。第一弾、第二弾の2回に分け
て詳細に記述し、考察を進めていくつもりである。
　　　　　　　　ロ　収集した用例の出所を以下に示す。主なソースは英字新聞、雑誌（特に
newsweeklies）、その他のp血tjoumalismで、使用した用例は、1991年から
約10年問のものである。
　［調査資料］：、4凹hづE泥勉㎎地2〃s甑助，万％漉御s御盈，7漉卿伽丁伽θs
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σ7），動吻彫，7物E60卿卿魏（E60％0痂S！），他。
上の書名末尾の（）内は、本稿で使用した略字である。
亙．Asyntactic　Adjective　Compound
（1）Asyntactic　adlective　compoundの3種類の型（タイプ）
　adjective　compoundの中には、統語法のルールに基づいた語順で構成要
素が配列されていない種類の複合語がある。このような複合語は通例
??? ntactic（またはnon－syntactic）compound’（非統語的複合語）と呼ばれ
る。
　非統語的複合形容詞は大別して3種類ある。まず第1は、“Noun＋verb（一
伽8・）”型のもので、例えばわ碗6－ohづZJ伽gweathe蔦ρ勿b7甥απ66－6πhα％6初8・drugs，
％67び師伽9伽g　Chinese　missile　exercises，aη6甥6一解鷹々伽g　business，a8iαs－
g％z翅㎎’carのようなverb（初g）形の前にある名詞がその動詞の目的語に
なっている、本来‘verb＋object’に由来する複合形容詞である。
　次に、第2の型は、“Noun＋verb（一〇4）”構造のもので、as挽oゐε一6Zo囎64
cafe，the　s6ω㎎6－60％如甥勉α≠ε4Nile　Delta，翅os4痂ホo－」吻s陀4rain　forests，406如匹
αs5ゑ伽4suicideなどの語のように、いずれも統語的ルールに基づいて形成
されたものではなく、本来、受動態の基底構造を持っていた後置の
adjective　clause（またはphrase）が、ハイフン付きの限定付加語として主
要語の前に移動して複合形容詞になったもので、これが第2の型である。
　本稿では、これらの用法に言及することは避け、残る第3型、すなわち、
“Noun＋adlective”型の構造を持つ複合形容詞に焦点を当て、考察を進める
ことにしたい。第2構成要素は、従ってadjectiveが中心となる。
　“Noun＋adlective”型の複合形容詞は、本来、基底構造においては主要語
に対して後置修飾関係にあったadjecti箆clause（orphrase）が、非統語的な
語順配列を行うことにより、前置修飾（premodi丘cation）の限定付加語とし
ての機能を持つ短縮化した表現になったものである。次に二、三の例を示
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す。以下の各下線部は“N＋ad顕．”の構造を持つcompound　adjectiveを表して
いるQ
手持資金の豊富な起業家たち
　c＆sh－rich　entrepreneuエs
アルコールを含まない飲料
　alcoho1一丘ee　dr玉nks
奇矯な、ミスをよくするマッケンロー
　erratic　and　e璽McEnroe
きわどい（僅差の）勝利
　a　wafer－thin　victo靱
やたらとカメラを使う（自然）保護論者たち
　幽COnSerVat量OniStS
新しい仕掛けに夢中の日本の買物客
　Japan’s　new－izmo－craz　shoPPers
雪崩が起きやい山腹
the－mountainside
燃費の良い車
a幽car／ag幽vehicle
労働集約型分野から科学技術集約型分野への投資の転換
　investment　shifts　from　labor－intensive　to－fields
　以上、いくつかの例を示したが、このような“Noun＋adj．”の構造を持つ
複合形容詞は、現代英語のjoumaleseの中で使われる傾向が強く、特に新聞
やニュース週刊紙に頻出すると言える。次節では典型的な用例を紹介し、
後節では更に、基底構造に着目した語形成の仕組みを明確にしたいと思う。
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（2）“Noun十adlective”型複合形容詞の典型的用例
　この種の語形成においては、前述した通り本来の基底構造をベースに表
現の簡略化が計られ、修飾される名詞（主要語）の形容詞的付加語として
後置修飾から前置修飼へと語順を変換し、短的に、スピーディーに表現さ
れる結果、紙面の限られたスペースを節約し、語義のプロミネンスが増し、
ジャーナリスティックな効果を生むと言えよう。
　次に、二つの用例を除き、これまでに収集した多数の最近の新聞・雑誌
等で実際に使用された生きた用例の中から、このパターンの典型的な用例
を提示することにする。出典は各用例の後の［］内に示し、イタリック
体になっている複合語の部分の和訳を次の（）内に表記することにする。
①lnthelandofρ01彬匹h％㎎抄Iawyers，Starrtakestheprosecutionalculture
　abeattoofaL［漉”5ω戯，MaL9’98，p．30（権力欲の強い、権力を手中
　に納めたがっている）］
②Now　a　single　oo柳協召処Zづ伽説6salesperson　does　it　all　with　a　few　ex往a
　keystrokes．［丁吻6，Nov13，’95，p．22（コンピュータを使いこなせる、コ
　ンピュータ操作能力のある）］
③Kerkorian，who　owns10percent　of　Chryste蔦is　notohously1）z6捌6勿一s伽
　［1％郷膨餉，Apr24，’95，p．30（世間に知れ渡ることが嫌いな）］
④．．沈hereareprobablynomorethanafewthousandcomputerhackers，
　futurists，fdnge　scientists，ω卿協67－sα吻y　artists　and　musicians，＿
　［丁吻6，Mar1，yg3，p。31（コンピュータに精通した）］
⑤Belying　the　chttefs　docile　appearnace，the仕（i．e．，soft　shell　turtles’or
　sゆoηs’）beak－shaped　mouths　bear瓶go鉾shαゆteeth　that　can　sometimes
　provedangerous．．．［A研，July27，793，P．5（かみそりのように鋭い、物
　すごく鋭利な）］
⑥There　will　be　lots　ofclever　advertisements　byfkms　that　have　the　perfect
　product　of　se血ce　to　offer　the　newlyδ鞠匪oo郷6歪o％s．［Eooηo〃2魏，Sept．
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5，798，p．72（予算に強い関心を示す（人たち））］
⑦Some（aircraftbogusparts）evencome丘omtheproductionoverrunsof
legitimate　manu五acturers－parts　that　may　beα〃”o席勿but　also　can　be
productionline　rejects．［A研，Dec．20，’96，p。5（航空に耐える、耐空性
　の）］
⑧lnanewreportitconcludesthat“卿柳一痂厩撹”technologiesremain
undemtilized．［漉郷”66々，Oct．20，’97，p．51（エネルギー効率がよい）］
⑨ハ形伽o名海一〇6鋤短6computing　will　change　many　of，the　rules　of　the　PC
software　game，giving　IBM　yet　another　chance．［Eo吻窺，ApL29，ラ96，
p．65（ネットワーク中心の；放送網に焦点を当てた）；一68π伽誠という
形も使われる］
⑩Manymountaintownsandvillageshavebeenbusyissuingpub1三cbonds
to　pay　for　their　share　and　by　now　most　of　them　are鰐6為一吻砂in　debt．
［捌，Aug。3，’97，p．4（（借金で）首が回らない）］
⑪At10p．m．itwas鋤oh吻嬬，andwewere丘ndingourwaywithhead
torches，．．．［1％郷ω6罐，May27，’96，p．43（真っ暗闇の；漆黒の）］
⑫Individualswhoareo砂s勉maybegoodsailorsandviceversa．。．［20C㎎
p．13（乗り物に酔った、車酔いの）；痂短漉，sεαs醜などの複合語もある］
⑬ACanadianludgeorderedthewinnerofa＄1．53millionlotteryp哲zeto
pay　monthly　support　to　her　estranged，麗鈎惚一4砂6雇6窺parents．［丁珈6，
MaL31，ヲ97，P．15（生活保護に依存している）］
⑭Abarragesoincessant．．．thatオnanytroopsofthecrack65thN’azy
Division　were　rendered‘わo郷かh吻y’and　fell　easy　phsoners．［20C四
p263（爆撃でぼうっとなった、爆弾恐怖症の）］
⑮The　Agriculture　Ministry　last　month　called　Sakaiya　an　idiot蚕or
questi・ningJapanラs吻一h魯hdcet短丘s．［Tl耀，恥b．8，ヲ99，P．21（＝‘very
high一R梛α））］
⑯ButtheCalifomialegislaturehasfounditexceedinglyhardtodrawup
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　s鰯召痂46standards．［Eoo％o〃3魏，Feb．7，’98，P．65（全州的な、州全体に
　　わたる）］
　⑰The　Secretariat，they　contend，is妙一hε鰐and　overpaid，with　an
　　estimated　halfofthe　professional　staffmembers　eaming＄100，000a　year
　　ormore．［丁伽6，0ct．4，’93，p．17（逆三角形の、幹部が多過ぎる）］
　⑱＿plansadoptedF盤daytomakeKobeag％惚一名召sゑs伽護modelcity〔πl
　July2，’95，P。2（耐震の、地震に対して抵抗力のある）；9％盈のmφとも
　　言う］
　上に挙げた代表的な“Noun＋adj．”型の複合形容詞の用例からも明らかな
ように、このタイプにもいくつかの種類があり、統語的な側面から基底構
造を推定し、各形容詞の意味内容とコロケーションに注意してパラフレー
ズを試みると、意味が一層把握しやすい。しかし、ここでは詳細な解説は
行わない。基底構造に着目した統語面からの分析作業については、次節の
中で詳しく説明したい。
（3）‘‘Noun十adjectlve”型複合形容詞の生成プロセスー基底構造と頻
　　出形容詞
　前述したように、限定的修飾語句を後置から前置へ、多くの場合ハイフ
ンを付けて移動させて簡略化し、主要語の名詞の前に限定付加語として配
置されて出来上ったものがこの複合語である。次に、いくつかの使用例を
挙げ、それらがどのような基底構造から生成されたかを、詳しい解説を適
宜加えながら、パラフレーズした形で示すことにする。20種の複合形容詞
を含む表現を順次提示し、統語的側面に着目しながら生成過程を精査して
みることにしたい。まず3例（1～皿）に見られる通り、イタリック体の
“N＋adj．”の部分の語義を示す。次に、提示した句（または表現）全体を
パラフレーズし、必要に応じて語句についての詳しい説明を加えることに
する。
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：anθ碗hg鰯々θrρ名o％8countly（地震多発国）
＝‘a　country　that　is　prone　to　earthquakes’
：oガ」一7励KazakhstanandAzerbaijan（石油の豊富なカザフスタンと
アゼルバイジヤン）
＝‘Kazakhstan　and　Azerbaijan　that　are直ch　in　oir
：Tbday’s60郷％卿吻銘．勉裾Asiancountries（今日の、消費にうつつ
を抜かしているアジアの国々）
＝‘Tbday’s　Asian　countries　that　are　mad　about　consumption7
　以上、パラフレーズした例を三つ示した。以下同様に、20の用例を提示
して語義を与え、パラフレーズあるいは辞典の定義を紹介しながら関連事
項の説明を補足したい。
国a吻屡痂痂窺car（低燃費の車）
　＝‘a　car　that　uses　comparatively　little　fuer
　いわゆる「省エネタイプの車」のことで、slangでは‘agas　sippefと
　も言う。‘agas－guzzlingcar’とか‘agasguzzlefと言えば、これとは逆に
　「ガソリンを大量に食う燃費の悪い車」のことである。
圖勉4〃召6gasoline（無鉛ガソリン）
　＝‘gasoline　which　is　free　from　gasoline’
　nonlead（ed）（07mleaded）gasとも言う。
　吻66を用いた複合語には、肱7吻7吻06，渉oπヶ％4吻ヲ死％67％吻吻％
　6痂ss加吻％s吻o肋吻θ，6伽ψ％名副礎吻ε6など、その数は多数である。
圖名観4％θrρ名o％aghcultural　chemicals（残留性農薬）
　＝‘agricultural　chemicals　with　a　tendency　toward　residues’
　ここで使われているツ）名o鰐はcombiningformとして“havinganatural
　tendency　toward　something　disposed”［㎜CD］の意味を表す。
　「（．．．の）傾向がある、（．．．）しがちな、（．．．）しやすい」という意昧で、
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物04〃o卿（洪水が起きやすい）、α％」伽ohε吻o％6（雪崩が起きやすい）、
α伽伽砂名o形（事故を起こしやすい）などの語がある。
囚aω碗吻oヴblanket（防水加工した毛布）
　＝‘ablanketwhichisresistantto　orimpervious　towater’rρ”ヴ形は数
　が多い・例えば・aδ％ZZ6伽oげvest（防弾チョッキ）のように用いられ
　る力駅わ％JZ6ゆzoげ（＝（lesigned　to　resist　the　penetration　of　bullets）
　脚OZ）E】，so吻吻mげ（＝impervious　to　sound：「防音の」）卿α）10］，
」6罐ρ名呵（＝designedtopreventleaking：「秘密が漏れない」）［㎜］，
1忽h！〃oヴ（＝impenetrablebylight：「光を通さない」［M四CDlo］，万吻zoげ
　（ニimperviousorresistanttofire：「耐火性の、防火の；不燃性の」）
　田α》］などのほかにh即伽oげ（「耐熱の」）、卿襯の”φ（「耐震の」）の
　ような語もある。
團an鰯o伽oヴcamera（低能でも写せるカメラ、つまり全自動カメラ）
　ここで用いられている翅o‘卿φという複合語は、ヵ0伽0φとも言い、そ
　の意味は、‘1．involvingnoriskorharm，evenwhentemperedwith。2。
　never－failinぎ［R脚CD】で、「馬鹿でも簡単に扱える（カメラ）」とか
　「誰がやっても大丈夫な」という意味となる。ψmφ（＝resistantto，safe
　againstorfor…）「保証付きの、操作に耐える、安全な」という意味が
　あるためである。ヵ0伽呵よりも翅0吻0ゲの方が意味が強い。なお、類
　似のo履ゆγoげという語は「子供にとって安全な」の意味である・
　伽磐Zα吻o夢（「盗難よけの」）も類似表現。
囹∫％s％伽一4砂ε錫4θ％∫6iabetics（インシュリン依存性糖尿病患者）
　＝・diabetics（whoare）dependent　oninsulin7という統語的ルールに従っ
　た表現が基底部にあり、そこから変形して前置修飾語になっている。
図aδo翅妙mゲshelter（防空壕）
　＝‘a　shelterwhich　is　proof　against　bombsy
　加卿砂mφは「防弾の、爆弾よけの」という意味。
團aπ320冠痂％margin（紙一重の差）
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　＝‘a　m軍gin　which　is（as）thin　as　a　razor’
　つまり、カミソリのように薄い（‘verythin’）という意味から「紙一重
　の、きわどい」といった意味になる。
回Eク％foods（無添加食品）
　＝‘foods　which　are　free　from　E　number’
　E　number（＜Europenumber）とは「食品添加物」（ニadditive）を指
　す。吻66形の複合語はすでに囮で扱っている。すでに慣用化している
　ものも多く、s㎎灘吻66（砂糖を加えない）とかo罐伽〃％（カフェイ
　ン抜きの）のようにごく一般的に用いられる。
　4吻ク召6（＝‘free　of　customs　duty’一［R脚α）］）や礎％6勿廊66（＝
　‘produced　without　innicting　pain　on　or　othen語se　being　cruel　to　animals’
　一［R嬢s卿90］）の定義を参考までに示しておく。
画Cambodia’s名6so％z6θ一プ励borderareas（カンボジアの資源豊かな国境地
　域）
　＝‘Cambodia’s　border　areas　that　are　hch　in　resources7
　例えば6αsh－7’6h　firms（資金豊富な会社）；GαZc伽吻一痂h　foods　Iike　milk，
　cheese　and　yougurt；Sierra　Leone，a4勉卿on4一短oh　V▽6st　A出can　country
　などの一痂hを用いた複合語も同類である。
回皿ρos¢」伽patient（エイズウイルスが陽性の患者たち）
　解n卿漉6の反意語。
　＝‘patients　who　have　a　positive　result　in　a　blood　test　f6r　the　AIDS　virus
　HIV’
NOりEの定義を借用した、や・説明的なパラフレーズではある。
國望％4餅ηo％！鰯1anguage（性中立的な言語）
　ニ‘1anguage　which　is　neutral　in　gender’
　「男女の区別のない言語」。「性差のない、性中立的な言語」とは、例
　えばchairperson，五re丘ght磯salespersonのような語の使用を指してい
　る。望雇傑鰐％枷」はg胴吻幼伽4とも言う。
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圖an㎎召一sφθ6卯6disease（特定年齢層に限られた病気）
　ニ‘a　disease　which　i菖specific（or　restdcted）to　a　particular　age．group’
図thoseooJo幼伽4members（人種的偏見を持たないそれらのメンバーた
　ち〉
　＝‘those　members　who　make　no　distinctions　on　grounds　of　skin　color　or
　ethnic　or呈gin’
　Ta）の定義を利用しての解説的パラフレーズ。60Jo幼伽4は19世紀の
　中葉（1854）に「色盲の」の意味で使われるようになり、ここで使わ
　れている語義はそれとは違って、「人種的差別をしない」という新しい
　意味で使われる。初出年は1950年頃とされている。
圖the4碗・ρoo7town　ofAnshun（貧困にあえぐアンシャンの町）
　＝‘the　town　ofAnshunthat　is　extremely　impoverished’
　この4嫉ρoo7という語も、4碗」6h6¢ρ，縦o吋h勿，づ6召一〇〇」4加召銘4一鰐鋤zo6鳥
　so砺などの複合語と同じく、metaph面ca1な表現法であり、（as）poor　as
　dirt，（as）coldasice，（as）solidasarockなどの直喩に由来する強意的造
　語である。
囮h6読h－ooκs6歪o％s　Americans（健康に強い関心を示すアメリカ人）
　＝Americans　who　are　conscious　of　health少
　ここでの‘一‘o％soづo％syの意味は‘concemed　with　or　worried　about　a
　particularmatter’［節00E］である。勉o吻一60ηs6づo％s（金に敏感な）とか
　δ8側か伽4囲幼かω銘鰯0欝（美容と体重に神経質な）のように頻繁に
　使われる多産型である。
國aわJoo4伽z吻dictator（血に飢えた、残虐な独裁者）
　＝‘a（五ctator　who　is　thksty　for　bloodヲ
　初出年が1525－35と推定されている歴史の古い‘わJoo4広h魏ザという複
　合語は、‘havingor　sho而nga　desire　to　kill　andmain’［NODE］という意
　味を持ち、短的に言えば‘murderous；cme1’［Ta）］である。
国a肋〃診一h吻surgeon（むやみに手術をしたがる外科医）
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　第2構成要素としての一h吻の意味は‘inclinedtouseaspecifiedthing
　excessively　oratrando㎡騨01）甥であり、「やたらに使いたがる、すぐ
　（．．．〉したがる；夢中になった、取りつかれた」の意味を表す。よく使
　われるか惚召7・h吻y（＝‘SZα％罫1．艶ndingordesiringtoshootafirearm
　before　adequately　ident迂亘ng　the　target2。Inclined　to　react　violently　at
　slightprovocation．7圃α）］や加幼一h吻（前出）などの語も類似した
　使い方である。
画amorec瀦4ヂ加4砂traf丘csociety（子供により優しい車社会）
　＝‘a　tra伍c　society　that　is　more　friendly　to　children2
　この種の〃伽吻タイプの複合語も多産型で数多く生成されている。
　麗s6ゆ伽吻［初出年は1977］という語がこのタイプの先駆的存在とさ
　れる。名％4θが物n吻（読者本位の）、伽伽碗耀魏〃伽助（環境にやさ
　しい）など、枚挙にいとまがない程応用形が生成されている。
圓ac脇¢名α一s勿artist（写真嫌いの芸術家）
　＝‘an　aれist　who　is　shy　ofbeing　photo瑛aphed　or　filmedラ
　ここで使われている第2要素の熔勿（oDは‘havingadislikeofor
　aversiontoaspeci丘edthing’騨ODE］の意昧で用いられ、耀4伽s勿（マ
　スコミ恐怖症の）とかg鰯一s勿（銃声におびえる；ひどく用心深い）
　のような語に生きている。
　以上、第2構成要素を異にする約20種の複合形容詞を含む表現を詳細に
分析し、考察を加えて来た。その際、統語的視点と意味の側面から基底構
造を想定し、それを基盤にasyntacticadjective　compoundの生成プロセスを
わかりやすく具体的に説明した。
　第2要素に使われる形容詞は多様であるが、それらを用いて生成された
a両ective　compoundの種類は、ある種の基準を適用すれば10種に満たない
と考えられる。この分類は紙幅の制約上本稿では扱わずに次回（第2弾）
に回したい。
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　いずれにせよ、上述の考察と解説で、“Nom＋adj．”型の特徴の一部が明
らかになったと思われるが、すべてのadlectiveがnounと結びついてこのよ
うになるとは限らず、辞典に記載されるほど慣用的表現として確立するま
でには、ふるいにかけられ、選り分けられ、かなりの年数を要している。
　例えば、simileに由来する”ψ吋h初，名鷹o処shαゆ，万sh－47％励（＜asdmnkas
a飴h「泥酔して」）に見られるような造語法を模倣した語句として、ωoグ（or
肋ω々一）h鰯8η（くashungryasawolforahawk「ひどく空腹の」）、伽一〇％n％勉g
（＜as　cuming　as　a　fox「悪賢い」）とかあるいはわ％JJ一（orhoz36一）s≠”㎎（＜as
strongasabullorahorse「きわめて頑健な」）などの表現が考えられるが、た
とえ形態上ばかりでなく意昧上も成り立っているとしても、このような結
び付きの複合語は内外のどの辞典にも辞書項目としては見当らないようで
ある。つまり、可能性のある語形式のうちから限られたものだけが人口に
膳表することになるのである。
　それでは次章に却いて、現代のjoumaleseの中で使われている“：N’＋adj．”
型複合形容詞がいつ頃から使われるようにならたかという初出年調査を、
1語1語について個別に行ってみたいと思う。
皿．“Noun十Adjective”型複合形容詞の初出年調査
　一般に、新しい語句が生まれてからある期間の使用に耐え、辞書項目と
して英米の主要辞典に初めて記載されるようになると、その中の多くは初
出年あるいは推定年が付記されるのが普通である。
　ある語がいつ頃に誕生し、一般に流布するようになったか、語義にどん
な変化が生じたか、どのような新しい意味が付加されるようになったか、
語形がどう変ったか等の語彙の歴史とか変遷について知ることも、語彙に
関心のある研究者にとっては興味をそそる対象である。社会の変化、世界
の動向、テクノロジーの発展等を如実に反映する言語、特に語彙面の変化
に着目することで、得られるメリットは決して少くない。
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　今回も内外の主要辞典に一語ずつ当って、初出年を調べる作業を行った
が、ごく最近生まれた新語、あるいは新しい表現については、最新刊の各
種新語辞典を見ても不明の部分が残り、初出年が明記されていない語も若
干あった。
　今日まで数百年にわたって延々と使用されている寿命の長い語もあるが、
“：Noun＋adj．”型複合形容詞に限って言えば、20世紀に入ってから21世紀に
至るまでの過去百年問が、特に多量生成の期間であると言えよう。
　調査の対象とした“Noun＋a両．”型複合形容詞は、筆者が過去10年間に現
代の英語joumaleseの中で実際に使用されていたものを収集した語がほと
んどあり、従って、頻度の差こそあれ現代英語の中で生きている語である。
　利用した辞典は、OEn　OEDS㎜，脚ω，1卿α）19NOりE20C四
2％4Bα吻hσ幼3毎Bα7％hα嬬1～昭鰯群（’89＆ラ90edn．），α）MVなどである。
　古いものから順に列挙すると、snow－whiteが12世紀以前、blood－redが
1150年頃、heartsoreが1200年以前ということになる。
　14世紀にwatertightが生まれ（［1350－1400］）、blameworthyは1375年
［1350－1400］頃と推定。
　15世紀に入るとjet－black，praiseworthyheart－whole，knee－deepが仲問入
りする。次の16世紀以降については、語数が次第に多くなっていくので、
表で示すことにする。
A．16世紀～19世紀＝
16世紀 cryst丑1－clear（ca。1520），heart－sick（1526），toP－heavy（ca．1533），
bloodthirsty（1535），noteworthy（1552），　seasick（ca．1566），
brand－new（ca．1570），fancy－free（1590）
17世紀 penny－wise（1607），pound－foolish（1607），windproof（1616），
worldwide（1632），cocksure（1672），duty－free（1689）
18世紀 bombproof（1702），watelproof（1736），knee－high（1743），heart一
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free(1748), airtight(1760), world-weary(1768), airsick(1785), 
carefree(1795) 
seaworthy(1807), trustworthy(1808), agelong(1810), *sky-
high(adv. 1818; adj. 1840), roadworthy(1819), dirt-cheap(1821), 
bone-dry(ca. 1825), homesick(1827), pitch-dark(1827), 
airworthy(1829), trustworthy(1829), *hoinebound(1834), 
world-famous(1837), burglarproof(1850), *color-blind(1854), 
bulletproof(1856), dustproof(1869), God-awful(1878), 
soundproof(ca. 1878), *homebound(1882), gun-sky(1884), 
skintight(1885), color-sensitive(1888), battleworthy(1889), 
war-weary(1895), water-repellent(1896) 
B. 20t~~B (1901-~~~~E) : 
1901 - 29 
1930 - 59 
1960~~L~~ 
class-conscious(1903), acid-fast(1904), age-old(1904), stir-
crazy(1908), carsick(1908), acid-proof(1909), 
shockproof(1911), word-final(1918), word-initial(1918), water-
resistant(1921), razor-sharp(ca. 1921), camera-shy(1922), tax-
exempt(1923), color-weak(1924), accident-prone(1926), paper-
thin(1928) 
acid-free(1930), newsworthy(1932), woman-conscious(1934), 
slaphappy(1936), dirt-poor(1937), ovenproof(ca. 1940), trigger-
happy(1943), *sky-high(1945), water-insoluble(1946), *color-
blind(1948), sentence-final(1949), color-conscious(1952), 
labor-intensive(1953), childproof(1956), picture-perfect(1956), 
color-defective(1958), capital-intensive(1959) 
machine-readable(1961), age-specific(1963), sentence-
initial(1964), streetwise(1965), camera-ready(ca. 1965), cost-
effective(1967), energy-intensive(1967), host-speciflc(1969), 
man-portable(1973), media-shy(1973), street-smart(1974), 
plug-compatible(1974), child-resistant(1975), Ieakproof(1976), 
computer-literate(1976), idiotproof(1977), user-friendly(1977), 
cost-effective(1979), gender-specific(ca. 1980), Insulin-
de pendent(1987) 
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　上の表の中で、（）内に示した初出年のすぐ前に、ca．と書いてあるの
が数語である。このca．は‘about’（「およそ、大体」＜Lat．6沈α）の意昧で
使ってある。＊印が付いている語について、注釈をつけておく。
　＊1）sky－high：0蝦）によると、1818年にadvとして初めて使われ、Ashigh
asthesky’の意味であった。次に、1840年にはadj．として‘Reachingtothe
skゾの意昧が付加し、更に20世紀に入って1945年になると‘excessively
expensive’［淋α）10］という語義変化が生じ、例えば吻一h㎏h　rents（べらぼ
うに高い家賃）とかs勿一h紗cost　ofIand（天井知らずの地価）のような用
法が定着する。
　＊2）color－blind：1854年に初登場。その時の意味は「色盲の」であった。
約95年後（1948年）には「人種的偏見を持たない」という意昧でも使われ
るようになった。
　＊3）homebound：1834年が初出年。意味は‘boundf6rhome’（帰宅中の；
本国行きの）で・boundは‘intendingtogo：GOmG’脚α）10］という意味
を表す。もう一つ別の意昧として‘co面nedtothehome’［梛α）10］（「家に
閉じ込められて」）があるが、この場合はboundは‘bind’（縛りつける）の
adjectivalp。p．用法（1882）。
　初出年の調査に当っては、上の表の1語1語について権威ある英米の辞
典や各種新語辞典を渉猟し、記述や記載事項を比較・吟味しながら、妥当
と思われる初出年を採用した。はっきり年代を記載していない辞典、侃と
記して特定しない書物、等々で、不明・不確実の語が少数残る結果となっ
た。しかし、大多数の‘N＋adj．夕型複合形容詞は紛れもなく表中にある。
　1例を挙げると、‘fai1－safe’という新語について調べた結果は辞典によっ
て初出年の示し方がまちまちであった。
（1945－50）［R研研α）］，（1946）［酬α）10］，（1948）［3名4B僻hαπ］，
（1958）［OEDS］，朋Z）には記載なし。（1948）［20CI列
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　これに近いケースは時々生じたが、初出年決定のむずかしさが痛感され
る。
　上の表を仔細に点検すると、12世紀から20世紀に至るまでに造語法にど
んな変化が生じているか、ある程度知ることが出来るであろう。その特徴
をいくつか個条書きで列挙すると
　（A）12世紀一16世紀まで：
　1）snow－white，blood－red，jet－black，pitch－black，brand－ne覇crystal－cleanな
　　ど、‘as．．．as～’型のsimileに由来するmetaphohcal　expressionが圧倒的
　多数を占めている。
　2）heartsore，top－heavy　heart－sickなどの‘S＋（be＋）adj』に還元出来る
　語構成を持つものが若干ある。
　3）worthy（of），thirsty（for），sick（from）のようなinstrumentalまたは
　adverbialな用法と見られるものが散見される。
　（B）17世紀以降：
　1）世界の動向、政治・経済・社会・科学技術等の分野における変化・進
　展に伴い、複合語は徐々にその数を増し、種類も変化に富み、表現も
　　豊かさと適切さの度合いが深まる傾向が認められる。20世紀以後は特
　　に多量に生成されている。
　2）metaphohca1な表現は依然として増加している。
　3）用いられる形容詞の種類も多様化している。
　4）第2要素の形容詞の語尾が一able，一dant，一dent，一ible，一siveで終る生成法
　　が顕著になっている。
　5）頻出形容詞として一fdend1猛一free，一happ又一sh猛一proof，一spec迅c，一sawy・
　　等が挙げられる。
　6）語形は同一でも、時代の経過と共に新語義が付加されるケースもある。
　以上がこれまでの推移から指摘出来る主要な特徴かつ傾向である。
一187一
大滝　　真
v．結び
　‘Noun＋Adjective’型の複合形容詞について、筆者が収集した用例を基に
その生成の仕組みを基底構造から解説し、現代のprintmediaの中で実際に
使われている展型的パターンと近年多用される頻出度の高い形容詞の種類
と用法、その特徴を詳細に記述した。併せて、12世紀以来今日に至るまで
に生成されたこの種の複合語について、その初出年を調査し明示した。
次の第2弾では、特徴の更なる明確化とタイプの分類を試み、分類項目
別用例を多数具体的に提示したいと思う。
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